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メッセージ
前期の続きです。前期の内容が入っていないと、理解できない箇所も出てきます。
復習しといてください。

参考図書
〔参考図書〕使用しない

履修上の
配布プリントは講義初回に全部配布する。紛失の場合の再発行は行わない。
シラバス左端の数字は配布プリントのページ番号。
雰囲気を見ながらシラバス内容を一部改変する可能性あり。

留 意 点

教 科 書
〔教科書〕 臨床心理学 (New Liberal Arts Selection)　有斐閣　丹野義彦　他

第 15 回

評価方法 定期試験で評価する。（100％）

まとめ発表②

第 13 回

第 14 回

まとめ学習③

まとめ発表①
※まとめ内容を発表し議論

第 11 回

第 12 回

まとめ学習①
※前後期の講義内容を概観し、国家試験をみる。まとめ学習を実施。

まとめ学習②

第 9 回

第 10 回

臨床心理学の現場・各種領域について
※表題の通り

各年代における心理的問題
※生涯発達の視点、各年代における心理的問題

第 7 回

第 8 回

その他の治療①
※第6回の続きおよび催眠療法、自律訓練法

その他の治療②
※内観療法およびその他の心理療法の概説

第 5 回

第 6 回

第 3 回

第 4 回

精神分析療法
※精神分析療法、防衛機制、精神分析の技法と発展

人間性心理学・クライエント中心療法
※人間性心理学、クライエント中心療法、マズローの欲求階層説

行動療法/認知療法/認知行動療法①
※行動療法を中心に実施、既知事項も過分に含まれる

行動療法/認知療法/認知行動療法②
※認知行動療法中心に実施、既知事項も過分に含まれる

第 2 回

授業概要
学習目標

〔授業概要〕

心理療法を中心に、臨床心理学の現場の説明を行います。
また、国家試験を念頭においたまとめを作成します。

〔学習目標〕

心理療法の概念や方法を理解する。
国家試験に合格するだけのまとめを作成する。

授 業 回 数 授業内容

第 1 回
ガイダンス
※講義概要説明、3分スピーチ

前期復習
※前期講義内容の復習、資料を見ずに答えてもらう

30時間

〖言語聴覚学科〗 専門基礎分野

授業科目名 臨床心理学Ⅱ 授業形態 講義 配当学期 1年（後期）

担当教員名 島本 裕士 単位数 1単位 時間数


